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山
口
県
相
島

◆
厳
し
い
状
況
が
つ
づ
く
島
で
の
暮
ら
し

　

萩
市
に
は
、
沖
合
い
の
日
本
海
に
見
島
、
大
島
、
相
島
、
櫃ひ
つ

島し
ま

、

羽
島
、
肥
島
、
尾
島
の
七
つ
の
離
島
が
点
在
し
、
う
ち
四
島
（
見
島
・

大
島
・
相
島
・
櫃
島
）
が
有
人
島
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
離
島
は
、
昭
和

三
〇
年
に
見
島
郡
見
島
村
お
よ
び
阿
武
郡
六ろ
く

島と
う

村そ
ん

（
見
島
以
外
の
離
島
）

が
萩
市
に
編
入
合
併
し
、
現
在
は
萩
市
の
一
部
を
形
成
し
て
い
る
。

　

有
人
四
島
の
人
口
は
約
一
八
〇
〇
人
で
、
山
口
県
内
離
島
人
口
の

お
お
よ
そ
半
数
を
占
め
て
お
り
、
櫃
島
以
外
の
三
島
に
は
萩
商
港
か

ら
定
期
航
路
が
就
航
し
て
い
る
。

　

い
ず
れ
の
島
も
農
業
と
漁
業
が
基
幹
産
業
で
あ
り
、
大
島
の
ま
き

網
漁
や
相
島
の
ス
イ
カ
栽
培
な
ど
、
島
の
特
性
を
活
か
し
た
生
業
を

展
開
し
て
い
る
も
の
の
、
人
口
減
少
の
長
期
継
続
や
少
子
高
齢
化
の

進
行
、
本
土
間
と
の
流
通
経
費
の
増
大
な
ど
、
島
で
の
暮
ら
し
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
つ
づ
い
て
い
る
。

空
き
家
改
修
な
ど
に
よ
り

定
住
の
受
け
入
れ
態
勢
を
構
築　

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
離
島
振
興
法
に

は
「
国
の
責
務
」
が
明
確
化
さ
れ
、「
離
島
活
性
化
交
付
金
」
の
創

設
や
「
離
島
特
区
制
度
」
の
整
備
の
検
討
な
ど
、
多
く
の
新
機
軸
が

打
ち
出
さ
れ
た
。

　

萩
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
島
外
に
通
学
・

居
住
す
る
高
校
生
へ
の
支
援
、
産
院
の
な
い
離
島
の
妊
婦
に
対
す
る

交
通
費
な
ど
の
助
成
、
離
島
な
る
が
ゆ
え
に
負
担
が
重
い
流
通
経
費

へ
の
対
応
な
ど
、
各
分
野
で
の
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。

◆
市
内
外
へ
積
極
的
に
定
住
情
報
を
発
信

　

有
人
離
島
の
一
つ
で
あ
る
相
島
は
、
本
土
か
ら
定
期
船
で
四
〇
分
、

県
内
有
数
の
収
穫
量
を
誇
る
「
相
島
ス
イ
カ
」
や
、
芋
焼
酎
「
あ
い

し
ま
」
の
原
料
と
な
っ
て
い
る
サ
ツ
マ
イ
モ
生
産
を
は
じ
め
と
す
る
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農
業
、
浅
海
水
産
業
を
主
産
業
と
す
る
島
で
あ
る
。
近
年
で
は
、
交

流
人
口
の
増
加
と
島
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
産
業
を
活
気
づ
け
よ
う
と
、
特

産
品
を
活
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
展
開
し
、
島
の
数

少
な
い
若
い
女
性
で
構
成
す
る
島
お
こ
し
団
体
も
結
成
さ
れ
る
な
ど
、

島
の
振
興
に
奔
走
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
人
口
は
二
〇
〇
人
を
下
回
る
状
況
と
な
り
、
他

の
島
々
を
含
め
て
定
住
促
進
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

平
成
二
五
年
度
に

離
島
活
性
化
交
付

金
の
「
定
住
誘
引

事
業
」
を
活
用
し
、

島
間
の
連
携
強
化

を
図
る
こ
と
は
も

と
よ
り
、
市
役
所

内
に
定
住
相
談
窓

口
を
設
置
、
島
々

の
多
様
な
情
報
を

掲
載
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
す

る
な
ど
、
定
住
誘

引
に
か
か
る
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
の
発

信
を
積
極
的
に
展

開
す
る
こ
と
と
し
た
。
定
住
を
促
す
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
島
の
方
々

の
協
力
も
得
て
二
〇
〇
〇
部
制
作
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
「
ア
イ
ラ

ン
ダ
ー
」
な
ど
、
県
内
外
を
問
わ
ず
さ
ま
ざ
ま
な
定
住
イ
ベ
ン
ト
に

赴
き
、
市
外
の
方
の
み
な
ら
ず
、
市
内
の
方
の
定
住
先
と
し
て
も
受

け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
広
く
Ｐ
Ｒ
を
展
開
し
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
ま

だ
定
住
者
は
現
わ
れ
な
い
が
、
今
後
も
多
様
な
場
面
で
広
く
島
へ
の

定
住
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

◆
相
島
の
空
き
家
を
定
住
者
向
け
に
改
修

　

あ
わ
せ
て
、
現
在
空
き
家
と
な
っ
て
い
る
相
島
の
家
屋
を
改
修
し
、

一
人
で
も
多
く
の
方
々
を
受
け
入
れ
て
島
の
人
口
増
加
を
目
指
す
こ

と
と
し
た
。

　

今
回
改
修
し
た
空
き
家
は
島
の
ほ
ぼ
中
央
部
、
学
校
や
町
内
集
会

所
の
近
隣
で
、
島
内
で
も
比
較
的
利
便
性
の
高
い
場
所
に
あ
る
。
所

有
者
が
本
土
へ
移
住
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
当
該
家
屋
と
土
地
を
「
離

島
振
興
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
萩
市
へ
寄
附
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

　

家
屋
面
積
は
八
九
・
二
五
平
方
メ
ー
ト
ル
、
六
畳
和
室
が
三
部
屋
、

四
畳
半
和
室
が
一
部
屋
あ
り
、
夫
婦
で
生
活
す
る
に
は
十
分
な
間
取

り
と
な
っ
て
い
る
が
、
築
四
十
数
年
が
経
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
老

朽
化
し
た
畳
や
襖
を
入
れ
替
え
、
割
れ
た
屋
根
瓦
や
雨
漏
り
す
る
天

井
を
補
修
、
さ
ら
に
は
、
昔
な
が
ら
の
土
間
や
石
風
呂
を
解
体
し
て
、

快
適
に
居
住
で
き
る
よ
う
に
改
修
を
講
じ
た
。

畳などが入れ替えられ、快適な居住環境が整備された相島の定住者向け
住宅。
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こ
の
改
修
に
よ
っ
て
、
一
軒
だ
け
で
あ
る
が
、
島
で
の
居
住
の
場

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
相
島
以
外
の
島
で
も
空
き
家
が
目
立
っ
て
き
て
い
る
。
今

後
は
空
き
家
所
有
者
な
ど
と
協
議
し
、
定
住
策
な
ど
の
方
向
性
を
打

ち
出
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
本
事
業
費
の
総
額
九
八
六
万
四
七
五
〇
円
の
う
ち
、
離
島

活
性
化
交
付
金
で
四
九
三
万
二
〇
〇
〇
円
を
充
当
し
た
。

◆
一
部
離
島
へ
も
全
域
離
島
並
み
の
支
援
を

　

改
正
離
島
振
興
法
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
離
島
活
性
化

交
付
金
制
度
は
、「
定
住
促
進
」「
交
流
促
進
」「
安
全
安

心
向
上
」
の
三
つ
の
柱
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
法
改
正

前
に
先
行
し
て
制
度
化
さ
れ
て
い
た
「
離
島
流
通
効
率

化
事
業
」
も
現
在
、
当
該
交
付
金
制
度
中
に
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
も
定
住
促
進
の
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
は
、

増
え
続
け
て
い
る
島
の
空
き
家
改
修
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
制
作
な
ど
、
離
島
の
定
住
促
進
対
策
と
し
て
地
方
自

治
体
が
使
い
や
す
い
支
援
制
度
と
な
っ
て
お
り
、
山
口

県
内
に
お
い
て
も
萩
市
は
、
当
該
制
度
の
活
用
に
い
ち

早
く
対
応
し
た
。

　

法
改
正
に
よ
り
、
離
島
振
興
を
図
る
た
め
の
基
本
方

針
に
基
づ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
離
島
振
興
事
業
の
実
施
が
可
能
と
な
っ

た
。
一
方
、
行
政
区
域
の
一
部
に
離
島
が
所
在
す
る
「
一
部
離
島
自

治
体
」
に
お
い
て
は
、
病
院
や
福
祉
施
設
、
高
等
学
校
な
ど
の
社
会

資
本
整
備
が
行
わ
れ
て
い
な
い
島
が
多
い
こ
と
か
ら
、
一
部
離
島
を

抱
え
る
自
治
体
の
財
政
的
負
担
は
大
き
く
、
国
に
お
い
て
は
、
全
域

離
島
レ
ベ
ル
の
支
援
を
一
部
離
島
に
も
強
力
に
推
進
し
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
る
。

　

今
後
も
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

本
土
と
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

を
少
な
く
し
て
い
く
こ
と
が
離

島
を
有
す
る
地
方
公
共
団
体
と

し
て
の
責
務
で
あ
り
、
各
離
島

の
実
情
を
踏
ま
え
た
諸
施
策
を

地
元
住
民
と
と
も
に
展
開
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。�

■

島の方々の協力を得ながら制作した定住情報パンフレット。


